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但野正弘（ただの・まさひろ）
昭和15年７月　茨城県水戸市に生まれる
昭和38年３月　茨城大学 文理学部文学科 史学専攻卒業
平成13年４月現在　千葉県　植草学園短期大学教授
水戸史学会理事・事務局長／財団法人日本学協会理事／
幕末維新水戸有志を偲ぶ会理事
著書：新版佐々介三郎宗淳／桜田烈士蓮田一五郎／水戸
城本丸史談／若き日の水戸黄門／史跡めぐり水戸八景碑
／藤田東湖の生涯／黄門様の知恵袋／梅ケ香の軌跡／水
戸烈公と藤田東湖『弘道館記』の碑文

「黄門様」として今も人々から愛される徳
川光圀を生んだ近世水戸藩。その時代にお
ける数々の歴史的テーマを、深く掘り下げ、
様々な角度から考察・検証。鋭い考証と明
快な論述で綴る、「水戸史学」研究で高名な
著者の半世紀に及ばんとする研究成果の粋！
日本近世・幕末維新史研究者は勿論、茨城
の郷土史愛好家も必携！

◎光圀の素顔、苦心の『大日本史』編纂
◎現代にも通底する近世の人口減少問題
◎今に遺る光圀ゆかりの地を訪ねて
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日本近世史研究に必携！　著者半世紀の研究成果！
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